
は
じ
め
に 

黒
々
と
し
た
ス
ギ
林
の
迫
る
村
道
を
抜
け
る
と
、
棚
田

と
集
落
の
景
観
が
開
け
て
く
る
。
福
岡
県
八
女
郡
黒
木
町

の
山
間
山
麓
地
域
は
、
八
女
茶
の
産
地
と
し
て
有
名
で
あ

り
、
女
優
、
黒
木
瞳
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
る
。こ
こ
に
は
、優
美
な
曲
線
を
描
く
棚
田
や
段
々

畑
が
あ
る
。
水
も
豊
富
で
、
水
田
に
勢
い
良
く
流
れ
て
い

く
様
は
、
生
命
の
喜
び
を
感
じ
る
。
茶
園
の
側
に
は
、
竹

林
、
ク
ヌ
ギ
林
、
そ
し
て
ス
ギ
林
が
広
が
り
、
シ
イ
タ
ケ

や
タ
ケ
ノ
コ
の
収
穫
も
盛
ん
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
こ
こ
黒

木
町
は
、「
里
山
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。
し
か
し
一
方

で
、
人
口
の
減
少
が
目
に
付
き
始
め
て
い
る
。
高
齢
化
に

よ
る
労
働
力
不
足
で
、
農
林
地
の
管
理
が
行
き
届
か
ず
、

景
観
全
体
が
徐
々
に
変
容
し
つ
つ
あ
る
。
本
稿
で
は
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
切
り
口
に
、こ
の
問
題
に
取
り
組
む「
里

山
保
全
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
」
を
紹
介
す
る
。 

 英
国
か
ら
来
た
「
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
」 

「
ワ
ー
キ
ン
グ･

ホ
リ
デ
ー
」。
直
訳
す
る
と
「
活
動
休

暇
」
と
で
も
訳
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
英
和
辞
典
を
ひ

い
て
も
こ
の
熟
語
は
見
つ
か
ら
な
い
。
通
常
、
日
本
で
知

ら
れ
て
い
る
の
は
、
青
年
の
充
実
し
た
海
外
体
験
を
目
的

に
、
休
暇
と
共
に
有
給
の
就
労
を
認
め
る
交
流
制
度
で
あ

る
。
一
方
、「
〜
保
全
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
」
と
い
う
場

合
、
こ
れ
は
別
の
意
味
を
持
つ
英
国
の
言
葉
で
あ
る
。
こ

の
国
で
は
、
農
業
の
近
代
化
に
よ
り
伝
統
的
な
田
園
景
観

が
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
改
善
を
目
的
と
し
た
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
無
償
保
全
活
動
を
、「
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ

リ
デ
ー
」
と
称
す
る
の
で
あ
る
。
最
大
の
活
動
団
体
で
あ

る
、BTCV:  

英
国
環
境
保
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ト
ラ
ス
ト

（
一
）
は
、
保
全
活
動
休
暇(Conservation W

orking 
H

oliday)

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
週
間
の
保
全
合

宿
を
通
し
て
、
雑
木
林
や
牧
野
の
石
垣
の
管
理
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
相
互
の
交
流
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
英
国
内
で
年

間
六
○
○
の
合
宿
を
行
っ
て
お
り
、
近
年
で
は
各
国
と
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
び
、
一
六
ヶ
国
、
六
五
以
上
の
「
国

際
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
」
を
行
っ
て
い
る
。 

九
州
芸
術
工
科
大
学
の
重
松
敏
則
教
授
は
、
日
本
に
お

け
る
環
境
保
全
活
動
の
展
開
を
目
指
し
て
、
一
九
九
四
年

か
らBTCV

と
協
同
で
「
国
際
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
」

の
取
り
組
み
を
開
始
し
た
（
二
）。
数
十
年
は
進
ん
で
い
る

英
国
の
保
全
活
動
の
技
術
、
行
政
や
民
間
と
連
帯
し
た
運

営
シ
ス
テ
ム
、
そ
し
て
交
流
の
効
果
を
学
ぶ
こ
と
は
、
日

本
の
閉
塞
的
な
地
域
環
境
問
題
を
打
開
す
る
の
に
役
立
つ

と
期
待
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

中
山
間
地
で
の
挑
戦 

日
本
に
お
け
る
農
村
景
観
の
変
容
は
、
英
国
と
同
じ
く

近
代
化
の
影
響
を
受
け
て
貧
化
し
て
き
た
。
傾
斜
地
の
多

い
中
山
間
地
の
黒
木
町
は
、
平
地
に
比
べ
厳
し
い
農
林
業

経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
景
観
の
保
全
が
難
し
い
。
こ
れ

ら
の
改
善
を
目
指
し
、
若
手
農
林
家
の
取
り
組
み
が
は
じ

ま
っ
た
。 

農
業
を
営
む
椿
原
寿
之
氏
は
、
お
い
し
く
安
全
な
野
菜

を
消
費
者
に
届
け
る
た
め
に
、
一
九
八
四
年
か
ら
産
直
と

有
機
農
業
を
は
じ
め
た
。
傾
斜
地
で
の
農
業
は
、
畔
や
石

垣
の
草
刈
り
、
狭
隘
な
農
地
で
の
作
業
な
ど
、
平
地
に
比

べ
る
と
労
働
効
率
が
極
め
て
悪
い
。
し
か
し
、
先
祖
が
切

森づくり活動 

誌上視察 
～より良いパートナーシップを結んでいくために～ 

 

里
山
保
全
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー    

 

朝
廣 

和
夫 

（
九
州
芸
術
工
科
大
学 

芸
術
工
学
部 

環
境
設
計
学
科 

助
手
） 
 

 
里山ワークのボランティア 



 

り
開
い
た
地
域
環
境
を
守
る
に
は
、
こ
の
価
値
を
、
消
費

者
と
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。 

一
方
、
林
業
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
の
地
域
に
は
一

九
五
○
年
代
か
ら
ス
ギ･

ヒ
ノ
キ
が
広
く
植
林
さ
れ
て
い

る
。
近
年
で
は
、
安
価
な
外
材
の
輸
入
拡
大
に
よ
り
、
国

産
材
の
シ
ェ
ア
が
減
っ
た
た
め
、
林
業
経
営
が
難
し
く
な

っ
た
。
そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
一
九
九
一

年
九
月
、
九
州
北
部
を
襲
っ
た
台
風
は
、
こ
の
地
域
の
ス

ギ･

ヒ
ノ
キ
林
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
。当
時
一
一
名

の
会
員
を
有
し
て
い
た
、「
黒
木
町
林
業
振
興
会
青
年
部
」

（
以
降
、
林
研
と
い
う
）
は
、
そ
の
後
、
六
名
へ
と
会
員

数
を
減
ら
し
た
の
で
あ
る
。会
員
で
あ
る
宮
園
福
夫
氏
は
、

被
災
跡
地
の
一
部
に
、
新
し
い
試
み
と
し
て
、
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
、
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
広
葉
樹
を
植
林
し
た
。
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
を
再
植
林
し
て
も
、
台
風
で
被
災
す
る
可
能
性
が
高
い

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
笠
原
川
の
水
源
で
あ
る
こ
と
も
大

き
な
理
由
で
あ
っ
た
。 

徐
々
に
進
む
地
域
の
過
疎
化
と
農
林
地
の
荒
廃
を
目
の

前
に
し
て
、
早
く
手
を
打
つ
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
ず
は
、

水
や
緑
の
受
益
者
で
あ
る
都
市
住
民
に
、
現
在
の
農
林
地

の
状
況
を
体
感
し
て
も
ら
い
た
い
。
次
に
、
こ
の
地
の
農

林
業
を
「
理
解
」
す
る
消
費
者
を
増
や
し
、
新
し
い
市
場

を
開
拓
し
た
い
。
そ
し
て
、
若
手
後
継
者
を
中
心
に
、
農

村
で
生
活
を
営
み
、
国
土
を
守
る
担
い
手
を
育
て
て
い
き

 

 
建設中の「四季菜館」での食事 
 

図－１ 組織構成 

た
い
。
椿
原
氏
と
宮
園
氏
等
の
こ
う
い
っ
た
想
い
か
ら
、

一
九
九
四
年
に
、
環
境
保
全
グ
ル
ー
プ
「
山
村
塾
」
を
設

立
し
た
（
三
）。
中
心
メ
ン
バ
ー
は
こ
の
二
名
に
加
え
、
以

前
か
ら
薬
物
汚
染
問
題
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
毛
利
宗
孝

氏
の
三
名
で
あ
る
。 

「
山
村
塾
」
の
取
り
組
み 

「
山
村
塾
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、「
稲
作
」、「
山
林
」、

「
古
里
」
の
三
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
、
月
に
一
回
（
日
曜

日
）
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
棚
田
で
は
、
田
植
え
か
ら

稲
刈
り
ま
で
の
農
作
業
、
森
林
で
は
植
林
や
下
草
刈
り
、

そ
し
て
炭
焼
き
を
行
っ
て
い
る
。
都
会
の
人
々
は
、
様
々

な
癒
し
を
求
め
て
訪
れ
て
お
り
、
こ
の
活
動
は
、
週
末
を

楽
し
む
会
員
制
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
一
九
九
七
年
に
椿
原
氏
は
、体
験
宿
泊
施
設
「
四

季
菜
館
」
を
建
設
し
た
。
こ
の
施
設
に
は
、
三
○
人
以
上

が
宿
泊
で
き
、
車
椅
子
用
の
ス
ロ
ー
プ
や
ト
イ
レ
、
薪
ボ

イ
ラ
ー
や
太
陽
光
発
電
が
備
え
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
環
境

に
配
慮
し
た
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
椿
原
夫
妻
の
自
然
環

境
と
農
業
に
対
す
る
思
い
は
、
宿
泊
や
農
作
業
の
体
験
に

よ
り
訪
問
者
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の

中
で
、都
市
住
民
と
山
村
塾
の
交
流
は
深
ま
っ
て
き
た
が
、

将
来
の
展
開
を
考
え
る
と
課
題
も
生
じ
て
き
た
。 

一
つ
は
、
訪
れ
る
都
市
住
民
が
「
訪
問
者
」
と
い
う
立

場
に
留
ま
る
点
で
あ
る
。
交
流
活
動
は
、
理
解
あ
る
消
費

者
を
増
や
し
て
い
る
。し
か
し
、先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

若
手
後
継
者
を
中
心
に
、
地
域
の
担
い
手
を
育
て
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

二
つ
目
は
、
景
観
保
全
整
備
の
た
め
の
人
手
と
経
費
の

不
足
。
地
域
で
は
、
以
前
か
ら
棚
田
の
石
積
み
や
、
畔
や

石
垣
、
そ
し
て
林
地
の
草
刈
り
を
共
同
作
業
で
行
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
労
働
力
の
不
足
す
る
中
、
こ
れ
か
ら
の
農

林
業
環
境
の
維
持
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。 

三
つ
目
は
、
地
域
の
「
理
解
」
を
得
る
難
し
さ
で
あ
る
。

周
辺
の
農
林
地
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
さ
ら
に
荒
廃
の
進

む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
地
域
内
外
の
「
理
解
」
を
求
め
、

農
林
地
の
保
全
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

都
市
住
民
を
招
く
だ
け
で
は
、
地
域
環
境
の
保
全
は
難

し
く
、何
か
新
し
い
試
み
を
模
索
し
て
い
た
。そ
ん
な
中
、

重
松
教
授
よ
り
「
里
山
保
全
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
」
開

催
の
提
案
が
あ
っ
た
。 

 

里
山
保
全
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
の
始
動 

一
九
九
七
年
か
ら
二
○
○
○
年
に
か
け
て
、
こ
の
企
画

は
「
国
際
里
山
・
田
園
保
全
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー 

in 

福
岡
」（
以
下
、
里
山
ワ
ー
ク
と
い
う
）
と
称
し
て
、
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
。
実
行
委
員
会
は
、
農
林
家
や
山
村
塾
の

会
員
、
そ
し
て
大
学
生
な
ど
で
あ
る
。
行
政
や
民
間
団
体

に
資
金
の
提
供
を
仰
ぎ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
公
募
す
る
こ

と
で
実
施
し
て
い
る
（
図-1

）。
こ
れ
ま
で
の
活
動
状
況
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
。 

一
回
目
の
保
全
活
動
は
、
管
理
の
遅
れ
て
い
る
ス
ギ
林



の
間
伐
、
放
棄
農
地
に
侵
入
し
た
竹
林
の
除
伐
、
そ
し
て

崩
壊
し
た
棚
田
の
石
垣
修
復
を
対
象
と
し
た
。
約
一
○
日

間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
初
日
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
開
会
パ
ー
テ
ィ
ー
。
二
日
目
以

降
、
昼
間
は
作
業
、
夜
は
地
元
と
の
交
流
や
、
豆
腐
、
わ

ら
じ
作
り
。
休
息
日
に
は
、
小
さ
な
観
光
ツ
ア
ー
や
、
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。
そ
し
て
、
最
終
日

に
は
、
地
元
の
お
祭
り
に
参
加
、
記
念
撮
影
と
お
別
れ
パ

ー
テ
ィ
ー
な
ど
で
あ
る
。 

初
年
度
は
、
試
行
錯
誤
の
中
で
、
実
施
に
こ
ぎ
つ
け
た

と
い
う
点
で
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
重
要
な

反
省
点
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
色
を
濃
く
打
ち
出
し
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
た
。精
緻
な
企
画
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を「
客
」

と
い
う
立
場
に
す
り
替
え
、
ス
タ
ッ
フ
に
過
重
の
労
働
を

強
い
た
。
い
わ
ゆ
る
、
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
疲
れ
を
来
た

し
た
の
で
あ
る
。
環
境
保
全
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

相
互
に
目
的
を
見
つ
め
、
対
等
に
交
流
を
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
農
村
が
主
体
で
活
動
を
行
う
場
合
、
受
け
身

の
立
場
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。 

 ハ
ー
ト
フ
ル
な
活
動
運
営 

英
国
に
お
け
るBTCV

の
成
功
に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
と
良
質
な
活
動
の
展
開
と
い
う
戦
略
が

あ
る
。
日
本
の
農
林
地
に
お
い
て
、
継
続
的
に
環
境
保
全

活
動
を
遂
行
す
る
に
は
、
農
民
と
都
市
住
民
の
関
係
を
取

り
持
つ
、
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
２
回
目
以
降
の
活
動
で
は
、
複
数
に
わ
た
る
リ

ー
ダ
ー
業
務
を
役
割
分
担
す
る
こ
と
に
し
た
。
作
業
技
術

は
、
技
術
者
（
地
元
の
農
家
や
林
研
）
が
担
当
し
、
作
業

解
説
は
、
解
説
者
（
大
学
関
係
者
）
が
行
う
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
、
作
業
現
場
の
雰
囲
気
を
お
伝
え
し
よ
う
（
図

-2

）。
朝
九
時
、
一
つ
の
班
は
、
複
数
の
リ
ー
ダ
ー
に
、
七

〜
一
四
名
で
構
成
さ
れ
る
。
作
業
現
場
に
到
着
す
る
と
、

準
備
運
動
を
し
て
、
作
業
の
目
的
、
方
法
、
分
担
を
確
認

す
る
。
特
にBTCV

リ
ー
ダ
ー
は
、
安
全
な
道
具
の
使
用

方
法
に
つ
い
て
、
身
振
り
を
加
え
な
が
ら
懇
切
に
解
説
す

る
。
当
初
、
技
術
者
は
棒
立
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
横
目

に
、
普
段
の
仕
事
の
よ
う
に
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
け
れ
ど
も
、
解
説
者
は
適
宜
作
業
を
止
め
て
説
明

に
努
め
た
。
英
語
、
方
言
、
共
通
語
と
言
葉
に
は
苦
労
す

る
が
、
徐
々
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
技
術
者
は
、
協
調
し
て

作
業
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
石
積
み
や
森
林
管
理

の
技
術
に
触
れ
、
自
分
で
体
験
を
重
ね
る
と
、
往
々
に
し

て
感
嘆
の
声
が
あ
が
る
。
そ
し
て
、
一
時
間
程
度
で
途
中

休
憩
を
入
れ
、
ゆ
っ
く
り
と
お
茶
を
楽
し
む
。
作
業
と
休

息
の
調
和
は
、
無
理
を
し
な
い
こ
の
保
全
活
動
の
要
で
あ

り
、
最
も
重
要
な
気
配
り
の
一
つ
で
あ
る
。 

さ
て
、里
山
ワ
ー
ク
に
は
作
業
以
外
に
も
活
動
が
あ
る
。

毎
日
の
賄
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
と
し
た
班
に
よ
り

行
わ
れ
る
。
清
掃
や
炊
事
、
有
機
野
菜
の
収
穫
な
ど
で
、

地
元
の
料
理
を
体
験
す
る
こ
と
は
、
地
域
の
食
文
化
に
触

れ
る
と
評
判
が
よ
い
。
夜
に
な
る
と
、
解
説
者
は
さ
ら
に

忙
く
な
る
。反
省
会
議
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
模
造
紙
板
書
、

海
外
活
動
紹
介
の
通
訳
、
そ
し
て
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発

行
で
あ
る
。
フ
ル
タ
イ
ム
の
活
動
は
、
九
州
芸
工
大
の
学

生
の
な
せ
る
技
で
あ
る
が
、彼
ら
の
成
長
は
目
覚
ま
し
い
。 

こ
れ
ら
の
活
動
運
営
を
行
う
里
山
ワ
ー
ク
で
は
、
言
語

の
壁
を
超
え
て
、
連
帯
感
が
急
速
に
深
ま
っ
て
い
く
。
農

林
業
を
基
本
と
し
た
地
域
固
有
の
技
術
を
持
つ
農
林
家
と
、

効
果
的
な
説
明
に
頭
を
ひ
ね
る
解
説
者
の
協
調
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
目
的
を
共
有
し
、
真
の
交
流
関
係
を
築
く
こ

と
を
可
能
に
し
た
。 

 都
市
と
農
村
の
新
し
い
接
点
「
里
山
」 

こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容
を
表-1

に
示
す
。
回
を
重
ね
る

毎
に
、
新
し
い
活
動
を
取
り
入
れ
、
棚
田
の
修
復
と
山
林

の
管
理
に
加
え
、施
設
整
備
も
行
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

ま
た
、
こ
こ
数
年
の
小
学
校
と
の
交
流
は
、
地
域
の
保
全

活
動
に
対
す
る
「
理
解
」
を
確
実
に
広
げ
て
い
る
。
こ
れ

は
、地
域
を
越
え
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
成
果
で
あ
り
、

魅
力
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
し
て
い
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
。 

時間 活動内容

7:00 7:00起床

8:00

9:00

10:00

道具係：道具の確認、
お茶係：お茶の積み込み

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

19:00

20:00

21:00

22:00
（自　由　時　間）

23:00 （消灯･就寝：　23：00）

朝　食
掃　除

夕   食

ボランティア作業
(山林の手入れ)
(棚田の石積み)

昼   食

朝食準備
お茶準備

ボランティア作業
(山林の手入れ)
(棚田の石積み)

16:00 作業終了
16:30 道具管理

帰宿

朝食準備

 
図－２ 里山ワークの一日 

〈年） 1997 1998 1999 2000
山林の管理 ○ ○ ○ ○
散策路･階段工 ○ ○

竹林の除伐 ○ ○

棚田の修復 ○ ○ ○ ○
東屋の建築 ○

町民との集い ○ ○ ○ ○
小学生との作業 ○ ○

運動会への参加 ○ ○ ○

祭りへの参加 ○

参加国数（国） 2 3 2 7
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ数（人） 26 33 24 32
活動日数（日） 10 10 8 10

表－１ 里山ワークの活動内容 



こ
れ
ら
の
活
動
を
可
能
に
し
た
の
は
、
椿
原
氏
の
「
四

季
菜
館
」
と
い
う
民
泊
施
設
の
利
用
と
、
助
成
金
に
よ
る

活
動
費
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。今
後
の
課
題
と
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
で
き
る
施
設
や
設
備
を
充
実
さ
せ
、

農
林
家
の
負
担
と
活
動
経
費
を
下
げ
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
椿
原
農
園
の
専
従
ス
タ
ッ
フ
と
な
っ
た
小
森
耕
太
氏

は
、
毎
月
、
地
元
後
継
者
と
共
に
、「
ミ
ニ
里
山
ワ
ー
ク
」

を
始
め
た
。
彼
等
の
よ
う
に
、
地
域
で
活
躍
で
き
る
若
手

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
も
望
ま
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
面
に
、
行

政
の
支
援
が
必
要
で
あ
ろ
う
。 

「
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
」
は
、「
活
動
」」(W

orking)

と
「
休
暇
」(H

oliday)

と
い
う
相
反
し
た
言
葉
を
一
つ
に

し
た
、
絶
妙
な
取
り
組
み
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

多
く
の
「
作
業
」
を
完
成
さ
せ
、
共
に
働
け
た
喜
び
を
分

か
ち
合
う
。
そ
れ
以
上
に
、
美
し
い
農
山
村
を
満
喫
し
、

充
実
し
た
「
休
暇
」
を
終
え
て
帰
途
に
つ
く
。
農
林
家
は
、

貴
重
な
労
働
力
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
農
林
地
を
活
用
で

き
る
。ま
た
、新
し
い
人
と
の
出
会
い
も
魅
力
的
で
あ
る
。

こ
の
里
山
ワ
ー
ク
は
、
都
市
と
農
村
相
互
の
求
め
る
接
点

に
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
そ
の
役
割
は
、
主
に
三
つ
上
げ

ら
れ
る
。 

一
つ
は
、
地
域
や
世
代
を
超
え
た
活
動
の
提
供
。
二
つ

目
は
、
地
域
の
担
え
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
景
観
保
全
の
支

援
。
三
つ
目
は
、
農
林
家
と
都
市
住
民
の
「
相
互
理
解
」

の
拡
大
で
あ
る
。 

 

お
わ
り
に 

来
年
度
の
里
山
ワ
ー
ク
は
、「
リ
ー
ダ
ー
養
成
」を
新
た

な
目
標
に
据
え
る
。
ま
ず
は
、
こ
の
地
域
の
保
全
活
動
を

支
え
る
人
材
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
活
動
を
各
地

域
に
広
げ
る
に
は
、将
来
的
に
公
益
性
を
確
保
し
たN

PO

を
組
織
し
、
行
政
・
企
業
・
都
市
住
民
の
協
力
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
、
教
育
や
地
域
環
境
の
保
全
を
進

め
る
た
め
に
、
市
町
村
を
中
心
と
し
た
行
政
の
積
極
的
な

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。「
里
山
保
全
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ

リ
デ
ー
」
へ
の
投
資
は
、
農
山
村
住
民
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
共
同
作
業
を
通
し
て
、
多
面
的
な
利
益
が
還
元
さ
れ
る

（
図-3

）。
そ
の
利
益
と
は
、
自
然
、
人
材
、
そ
し
て
経
済

に
及
び
、
安
定
し
た
都
市
と
農
村
を
支
え
る
循
環
と
し
て

機
能
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
基
づ
く
実
践
が
、
各
地
域
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。 

 （

一

）

British 
Trust 
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Conservation 

Volunteers 

http://www.btcv.org/ 

（
二
）
重
松
敏
則
、
新
し
い
里
山
再
生
法
、（
社
）
全
国
林
業
改
良
普
及
協

会 （
三
）http://www2.ktarn.or.jp/~m

m
1065-7/ 

 
間伐したヒノキ材を、馬により搬出 

 
東屋の支柱となる材の皮剥ぎ 

 
竹の側で休憩するBTCVリーダー 

 
作業の分担により、完成しつつある東屋 

  

図－３ 都市と農村を支える循環  

http://www2.ktarn.or.jp/~mm1065-7/
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